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第37期第2回常任理事会議事録 

 

日 時：2012年9月14日（金）13時30分～17時20分 

会 場：日本気象学会事務室（気象庁8階） 

出席者：新野，藤谷，岩崎，経田，徳廣，三上，余田，以上7名（常任理事現在数13名） 

欠席者：近藤，佐藤，田中，中島，中村，藤部，以上6名 

その他の出席者：田沢，萩原，渡辺（事務局） 

議 事 

１．第37期第1回常任理事会議事録の確認 

２．会員の新規加入等について 

 新入会員8，退会43を全会一致で承認．2012年9月13日現在，会員数3,761名で通常会員は1,066名． 

３．2012年度秋季大会経費の増額申請について 

 2012年度秋季大会の開催に際して，北海道支部より交付金の増額の依頼があった．これについて検討を行

い，全会一致で承認した． 

４．JpGUジャーナルに関係した編集委員，編集運営委員会委員の推薦について 

 日本地球惑星科学連合より同ジャーナルの編集委員と編集運営委員会委員への推薦依頼があり，両委員に

佐藤正樹理事を推薦することを全会一致で承認した． 

５．平成25年度科研費申請について 

 平成25年度科学研究費助成事業への研究成果公開促進費の応募について議論した．JMSJの発信強化を目指

した助成として国際情報発信強化(B)で申請することを了承した． 

６．会員管理ソフトの更新について 

 会員管理ソフトの改修もしくは移行の検討結果について議論した．大塚商会の提供するサービスを選定し，

今後購入契約することを全会一致で承認した． 

７．転載許可申請について 

 藤浩明氏（京都大学）より英訳公開のための気象集誌掲載の論文Hirayama(1934)の利用申請があった．過

去の著作物の著作権は当学会が有していないことを確認し，そのことを含めて回答することを了承した． 

８．第2回理事会議題について 

 10月3日に開催する第37期第2回理事会の議題について検討した． 

９．各委員会からの報告 

庶務… 

1）転載許可 

 ①申請者：Prof．Pao K. Wang 

転載元：Fig.5 of  Iwai, Kunimoto, 1983: Three-Dimensional Structure of Plate-like Snow Crystals, J. 

Meteor. Soc. Japan, Vol. 61, No. 5, 746-755. 

     Fig. 10 of Kajikawa, Masahiro, 1972: Measurement of Falling Velocity of Individual Snow 

Crystals, J. Meteor. Soc. Japan, Vol. 50, No. 6, 577-584. 

転載先：書名: Physics and Dynamics of Clouds and Precipitation 

    著者: Prof．Pao K. Wang 
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     発行元: Cambridge University Press 

2）後援名義等使用依頼受 

  ①名称：第 13 回「こどものためのジオ･カーニバル」 

主催：こどものためのジオ･カーニバル企画委員会 

期日：2012 年 11 月 3 日～4 日 

場所：大阪市立科学館 

名義：後援 

②名称：風災害フォーラム「強風災害の変遷と教訓」 

主催：一般社団法人日本風工学会 

期日：2012 年 10 月 10 日 

場所：大阪市立大学文化交流センター 

名義：後援 

3）その他 

 ・8 月 7 日：認定等委員会へ公益法人移行申請書を提出 

 ・8 月 21 日～23 日：会員管理システムヒヤリング（3 社） 

・8 月 24 日：三宅賞候補者推薦 

・8 月 28 日：朝日賞候補者推薦 

会計…2012年7月分および8月分の収支及び現預金検査報告 

天気…Vol.59 No.9（2012年9月号）の掲載記事と，Vol.59 No.10,11（2012年10,11月号）の予定記事の報

告． 

気象集誌…Vol.90 No.5の掲載予定記事の報告． 

   ・オンライン・ジャーナル分のISSN登録手続き完了の通知を受け取ったことの報告． 

   ・気象庁職員の著者より掲載料免除の申請があり承認したことが報告された． 

   ・論文剽窃検知ツールCrossCheckを導入することの報告． 

気象研究ノート…過去分の販売方法と会員向け公開について議論した． 

SOLA…年初からの投稿論文数が 64編，特に 7月 1日からの約 2か月で 20編と例年より多い．編集補助者

が 8月に交替し，編集事務処理がやや遅れたことが報告されたが，現在は正常化しつつある． 

講演企画…2012年度秋季大会の準備状況の報告．予稿集の校正段階にて再び業者確認不足によるミスが

発覚し，業者選定方法の見直し検討中であることが報告された． 

    ・電子版予稿集の試行スケジュールが報告された． 

   ・日本地球惑星科学連合大会における気象学会主催セッションへの検討中の提案１件についての

報告． 

   ・2014年度春季大会会場について，先行予約依頼を講演企画委員長名義で行ったことの報告． 

総合計画…公益法人移行申請の進捗状況の報告と公益認定等委員会担当室からの指摘事項に対する対処

方針等について報告された． 

学術…「日本の気象学の現状と展望」について，10月に会員から意見を募集する予定であることの報告． 

教育と普及…夏季大学が無事に終了したことが報告された． 

電子情報…電子版予稿集の試行および恒常サービスに向けた検討状況の報告． 
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地球環境…温暖化書籍出版事業の進捗状況の報告． 

気象研究コンソーシアム…WMOにて検討が進められている，ポストTHORPEXの見通しについての報告．  

気象災害…気象災害に係わる報告会をタイムリーに開催するための方策について議論した． 

１０．その他 

2012年度春季大会実行委員長より，大会開催経費等の決算報告があった． 

 

平成24年10月3日 

社団法人日本気象学会 

        議 長 新野  宏 

        署名人 藤谷徳之助 

署名人 経田 正幸 

 


